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要旨 

本研究は、若者のショートビデオ依存傾向が持続的注意力に及ぼす影響を検討するこ

とを目的としている。特に、TikTok を対象とし、集中力可視化メガネ（JINS MEME）を用

いた実験を通じて、依存度が持続的注意力にどのように関連するかを明らかにした。

ショートビデオは短時間で多くの情報を提供し、視聴者の注意を引きつけやすい特徴があ

るが、その過度な使用が注意力にどのような影響を与えるかについては明確な理解が進ん

でいない。仮説として、TikTok の使用時間が長いほど、持続的注意力が低下するという

予測を立てた。 

 

研究方法 

本研究では、18 歳から 30 歳の青年を対象に、アンケート調査と実験の 2 つのアプロー

チを用いた。アンケート調査では、TikTok 依存度を測定するための質問紙を配布し、自

己評価による注意集中能力、認知制御能力、ながら作業傾向、注意転導傾向についても

データを収集した。具体的な測定項目には、TikTok 日平均利用時間、スマホ使用時間

（スクリーンタイム）、依存得点、年齢、性別などが含まれる。 

実験では、参加者に集中力可視化メガネ（JINS MEME）を装着させ、22 分間の動画視聴

を行わせた。実験参加者は、iPad Air（2020モデル）を用いて「脳が認める最強の集中

力」を要約した動画を視聴し、その間の集中力をリアルタイムで測定した。 

 

結果 

アンケート調査の結果、TikTok 依存度が高いほど、自己評価によるながら作業傾向お

よび注意転導傾向が高いことが確認された。特に、TikTok 依存群は非依存群および未使

用群と比較してながら作業傾向が有意に高いことが示された（F(2, 219) = 17.586, p 

< .001, η² = 0.138）。一方で、注意集中能力および認知制御能力には有意な差は見られ

なかった（F(2, 219) = 0.210, p = 0.811, η² = 0.002）。 

実験結果では、TikTok 依存群の集中力得点が最も低く、未使用群が最も高いことが示

された（F(2, 27) = 4.322, p = .024, η² = 0.242）。事後検定の結果、依存群と未使用

群の間に有意な差が認められた（t = -2.836, p = .023）。また、「どのくらい集中できた

か」に関する自己評価でも、TikTok 依存群は非依存群および未使用群に比べて低いスコ

アを示した（t = -4.871, p < .001, Cohen's d = -2.178）。 

 

考察 

本研究の結果は、TikTok 依存が持続的注意力にネガティブな影響を与える可能性を示

唆している。特に、TikTok 依存群は他の群に比べて複数の作業を同時に行う傾向が強

く、注意が頻繁に逸れることが多いことが示された。これにより、持続的な注意力が低下

し、一つのタスクに集中する能力が減少する可能性が高いと考えられる。この結果は、

TikTok の短時間で多様なコンテンツを提供する特性が、ユーザーの注意を引きつけ続け

ることによる影響と関連している。 

また、多変量回帰分析の結果、モデル全体は統計的に有意であることが確認されたが

（F(6, 23) = 3.782, p = .009）、個々の独立変数（集中度の自己評価、スマホ使用時
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間、TikTok 使用時間、理解度テスト得点、依存得点、年齢）は JINS 集中力得点に対して

有意な影響を与えていないことが示された。これにより、TikTok の使用が持続的注意力

に影響を与える可能性がある一方で、他の要因も複雑に絡み合っていることが示唆され

る。 

 

結論 

本研究は、TikTok 依存が持続的注意力に対してネガティブな影響を持つ可能性を示す

ものであり、若者の集中力に対する影響についての重要な知見を提供している。この結果

は、教育現場や心理療法の分野において、若者がデジタルメディアを適切に利用するため

のガイドラインを提供する上で有用である。今後の研究では、TikTok の使用方法やコン

テンツの種類に焦点を当て、どのような使用パターンが持続的注意力に影響を与えるのか

を詳細に調査する必要がある。何故企業は評価制度と重要の位置を置くの 
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